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にんにくの源流と後世の誤解
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にんにくは現在世界的鰻僕で分布している。
例えI!ヨーロ ッパ，アジアおよび南北両アメリカにお
いて費量t告され.食物としてまた民間業(Folk medicine) 
として用いられている。
しかし.文明f世界の始まりにおいて，にんにくは古代
パピロニ7，インド.エジプト，およびギリシャなどで
のみ使用され，これが，これらの古代国家から他の国
々，例えI!近代フランス，イギリス， ドイツ，スペイン
などに移動したのである。
現在中国において裁浴されているにんにく(ここで鋲
解をさけるためにUi，胡必.大手事{中国音， Hu， Huswan， 
Taswan)をきして用いることにする)(ま伝説によれば漢の
強豪 (Chang.kien)により武帝 (Empeor Wu)の時
代 (141-87B.C.)に西域緒国の一つから持ち帰られた
という(126B. C.¥ 1)。そのため名前を務または胡蒜 (
Haswan)と名付けられたという。
文字通り訳せば IranianGarlicとなる。
中国にこの胡蒜が輸入される以前にこのものによく似
た小型の百合科縞物が成育し毅浴されていた。これは中
国の文字で蒜と表わされ.後述するように.中国原産の
Garlicと線認されたが，1i: I~ 日本に野生するノビル
AlIium Gγayi (= Allium Nipponicum)に近縁かまた
は同一績の(その Sterilityからみて三倍体になって
いるかも知れない) Allium macro stemon と想定され
る植物であることが北村四郎によって示されている。2)
初孫li朝鮮半島を経由して日本に伝えられたもののよ
うで.伝説にすぎないが.日本武導が{書浪の国の阿智村
の神坂(みさか)峠で悪神を退治するのに， ，f. (ヒル・
エンニク)を噛み，この一つを悪神の化身たる白焼に投
げてこれを殺している。幻
初J.~カ鴨策によって中国に鎗入されたという記録liJlU~
の張警の著書 r博物志J4)が最初であるが，これは伝説
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にすぎないと Lauferによって主張されでいる。 ω
しかし!被安以後数回にわたる酋繊の鐸険と経営により
多数の文物が中園に渡来したζとliflを入れる余地がな
く.西漢の時代 (202B.C.-8.A.D)はともかく.たぶ
ん東漢 (25.A.D.-220・A.D.)から三国の時代にかけて
中国に渡来したことは間違いないものと思われる。ただ
しその確実なte'!Ii，あるいは東普の時代 (317-(}9) 
になるかも知れない。 5)
このにんにく(務または胡蒜)と務 (小蒜)の植物学
的名称について大きい混乱が存在しているので，これに
関連する銀解を解明するのが，本摘の主要な目的である。
また中国原産の蒜 ('1、蒜)に関してその本態を究明し，
これを日本のノピルとの関連について究明して行きたい。
さらに現在世界的に流布しているにんにくの使用の実
況について言及して将来の利用を予想してみたい。
I にんにくの名称
怜界的に用いられるにんにくの名称として英名Garlic
が広〈用いられている。この Garlic，中国の務 (植物
学的には小援の意味だがよく料理署!f，通俗容でl主日本の
にんにくの意味に用いられている)や日本のにんにくが
同じものか，どうかを追突する始めとしてまず日本のに
んにくについて追突してみることにする。
1. 日本におけるにんにくの名称、
現在日本においてにんにくという名前は，中国の大
事事=胡蒜=務や西洋における Garlicと対応させている。
日本の古代の文献怨，古司Jle，日本聖書紀，万葉集な
どにおいて単にヒル {恐らく piruと発音されており，
m国の Pil，または Nulと関連があることと恩.われ
る)またはオオピルと呼ばれた。中世{笠岡T・江戸初
期)においてロクトウと呼ばれたことが明らかである。5)
「にんにく」なる言葉li中吠の僧{g聞の隠絡として
ハンニ""トウ "';"'H"( 
i酉を般若湯， e}たこを天藍d)というが如きものであっ
て.忍辱つまりはずかしめを耐え忍ぶこと(にんにくの
悪臭をものともせず食べて身の捕ないとし.その悪臭
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を人にののしられる陛辱にひたすら忍耐する)から生
れたことばである。6)
ヒルはおそらく Allium屋全体の総務:として用いら
れたものと思うが，殊にノピル(古くはコピルとよば
れ， /J、蒜と普かれた)とにんにく(大蒜と容かれた)
の二つを称したものと思われる。 f子細にみるとにんに
くとノビルは大分形態を異にしているものの，余り植
物学の素養のないものが，大ざっぱにみる時よく似て
おり.ただ大小の差があるようにみえたのであろう。
殊に開花する時の様子，つまり白い三角帽のような花
被が聞いて，花の代りに珠芽 {むかご)を生ずる有機
1;1:すこぶる類似しており.にんにくのも、かごを蒔くと
ヒトヲピ，..
にんにくの餓Iが一個しかできず {独頭穣)，ちょう
どノピルの一個の餓茎と同様である点にその類似点を
みとめたのであろう。
2.中国におけるにんにくの名称
中国におけるにんにくの名称はすこぶるやっかいで
ある。先に述べたように中国にl主張驚の西域経営以前に
「蒜」なる植物が存在していた。この捗から草冠を除い
た「材」という字はこの縞物の織が繁茂している形象
を表現したもので，よくこの尊の形を思い出させるJ〉
つま り非常に古〈中国民族の形成期にすでに存在して
いたいわゆる Nativeplantの一つである。ただこの
レ.. 
編物はまた別の文字.をもち，これは中国江蘇省丹後. 
県F付近の;1J(現在の名前1;1:赫山)に自生しでいた山
掌を示す文字である。8)また古文献辞雅9)(辞雅正終)
によると，伝説の皇帝 (貧帝)がこの山に登り.奉芋
の君臨にあたり.人事不省になったとき，この山に自生
レ。
掌(~即ち蒜) をかじり息をれきかえ したといい，そ
れからこの草を下界に移して，人民に与えたという。
これを別名，山蒜，石蒜 (ヒガンバナの漢名では
なく石原の聞に生えるノピルのこと)，沢蒜(沢地に生え
ノビル)などと記され皆同一であるという説もある。10)
この滋(小蒜)に対して張楽文l訂皮の後継者が西減
からもたらした蒜はその形の大きいことその辛妹性か
ら大蒜と呼ばれ，西域(胡地)から将来されたというこ
とから胡務または務とよばれたことは前述した通りで
ある。
この胡蒜とよばれた種類の中に A.saliuum 1m 
ちGal'licだけでなく ，A. sC01'odoprasumつまり
Rocamboleが持ち婦られ，これが中国だけでなく，
日本にも来た根処があるという(前川文夫説)0 11) 
3.西欧におけるにんにくの名称
ヨーロッパにおいてにんにくの主流を占めるのはや
はり Alliumsalivumの系統に属する Gal'lieで，こ
物
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さ宇
れは種々の名前で各地に流布する。このことは de 
Candolleの著書 Ol'iginedes Plantes eultivees叫
に明らかである。このように種々の全〈異なった名称
を有すること自体，他の植物例えば，小麦とか大変の
ようにイ ンド・ヨーロッパ系言語に連関を待つもので
ないことから， de Candole はこの植物の分布が非
常に広汎であって.失々別の周有の名称、をつけたので
はないかと疑つでいる。
この他ヒメニンニク Rocambole，Allium scorod-
op刊 svmがある。これはせたけが3尺程になり，しか
も茎が脆弱であるため，支柱を必要とするが.とにか
く Garlieに比べて長大であるため Giantgarlic 13) 
の別名を有し.これが後述する Bl'etsehneidel'を始
め deCandolleらにより誤解される原因をつくった。
この種は Garlicに比べると香気が余程程初である。
E にんにくの学名
以上のべてきたことからにんにくと称、せられるものに
は.ふつうのにんにく Garlic と，ヒメニンニク
Rocamboleがあり，さらにこのにんにくと間違えられた
ノピル，蒜があることがわかる。これらを植物学的に学
名について述べることにする。
1 _ Allium satiflum 
Garlic は広い意味ではにんにくそのものを意味して
おり，日本のにんにくと同じであるが.厳密に調べる
と日本や中国のにんに く とすこし異なり，牧野1~ ) や
前川15)らは日本及び中国のにんにくを夫身 A.sati叫隅
の101'咽α とか，varietasにしている。つまり同ーの
種 speciesの中にはいるが，すこし形態学的に異な
っており，別の積とするまでもないので，一諸にして
考えるが，細かく分けて考えた方がよいと ううので
刊行elas変種としている。
リンネはこの種がシシリー島に原産する16)と轡い
ているが，後にはこの主張を積極的に申しのべなくな
ったのは内心誤とみとめていたためであろう。 Reg-
e117)や Ledebour18)らはこの種の野生種がジュンガ
ルのキルギス共和国の沙漠でみられると主張し，その
標本を Dorpat (Estoniaの都市)に収めている。
2. Alli包m scorodoprasam 
これはふつう西欧諸国で Rocambole又はこれに類
する名称で呼ばれる舗物で縫物学的には Sativumと
形態的に非常に異なり，その形態l主細長く，かっ茎が
脆弱であり.臭気が複利であるなどから全〈月IJの種と
して考えられているが，この種の聖子生のものが，フィ
ンランドからクリ ミア半島にかけて自生し，又デンマ
ークに野生しているため，デンマークが原産地 目}と
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みられたこともある。故にこの種の原産地が A 
sativumの原産地と境を綾していることから考えて，
二つの種の間に何らかの関連が存在し.この間に変種
か又Ij:forma的な親縁関係が存在するものと思われ
る。
m 1調書の起った恵国
近代におけるにんにくの学名については， 表-1に婦
げたように，すこぶる混乱がある。
もちろん本草網目以前の植物についての学名の適用は
単にその横物の形態から考えでの推請にすき.ない。経史
JiE頬大銀本草(1108)において正しく .大蒜と小蒜が分
類されていたものが.李日寺珍の本草網目以来，大変な混
2誌を生じその余波(なごり)は現在に至るまで尾をひい
ている。
1.李時珍の業績とその独断
李時珍は1518lf.に生れ， 1953年に死んだ問の終りに
近い時代の人物である。彼l主当時の中国の南半分を旅
行してまわり，各種の薬草を集め，又当時存在してい
た大観本草を参考としながら，之を縦繍無じんに苦手き
改ため，独創的見解を大いに発得した。このことは一
面において学問の進歩を進めるのに，大いに役立った
が，余りにも独創的でありすぎ，独断に走ることが多
< ，彼の大著， 本車網目は後世の批判脅から利用すべ
き害物でないとすら経論20)されるに至った。 このこ
とは著者を始めとして本草綱目を利用する者が痛感す
ることであるが，これは殊に「にんにく」の項におい
て特に著じるしい。彼Ij:中国の害物一般の編集者にふ
さわしく陶弘景の名医)IJ録を始め種々の轡物を「引用」
というよりは，そのまま引潟しにしているが，所身に
f皮の独創を云おうか，独断を云おうか判断に苦しむ言
を挿入している。そのよい例が蒜(小赫)の部に見ら
れる次の篠 (くだり)である。r.解」の部分に 「時
珍臼J 21)として，
家蒜有二種，偲茎倶'J、，而鑓少練甚者，蒜也，小蒜
也，緩茎倶大.而調時多幸而帯甘者.正直也，大薮也。・
レ.. 
・・ .1..之小まま之種自~移裁。
古己有・放辞雅以音為山蒜。所以別家蒜也。-…{小
蒜)其始自野次移釆。飲有次名。而窓氏E典作宅字多~，
1書家以皆野生山孫沢務解家益事之小車事。皆失於詳攻。'J、
蒜難山於議。既経入力栽培。則性気不能。紋不f尋不緋
と述べ，正しい中国古来の伝統をふみながら，自己
独得の見解を被濯し，元l主山中に自生した山蒜 (.1が
人により多年裁織されることにより変質して， にんに
くの一種のような植物となるという metamorphosis
を完了して辛錬味は大綜より鯵り，綴茎が小さく，調書
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(鮮茎)が，すく なくなったとしている。 もしこんな
変容が簡単に近々 2，000年内外の時間の経過の中に起
ると したら，植物学上の奇跡であり， 現在の縞物学上
の常識はこれを否定する。
しかし彼の平易な論述を時流にのったこの望書物の出
版lますこぶる大きな影響を後世に及ぼし，清来に中国
に来たロ シア大使館~ffきの医師 Bretschneider を刺
載し t f，皮の大著 Botaniconsinicum正式にはJournal
of the North ・China Branch of the Royal 
Asiatic Society (1881)に大いなる影響を及lました。
2. Bretschneiderの業績とその誤解
前述したように， Bretschneiderは北京にあった
ロシア公使館に勤務した医官であったが，当時広〈中
国の土人の聞に愛読されていた本草網目を主として利
用して，中国の縞物{主に薬用植物)に学名をあては
め，しかもそれを英語で記載したので.非常にユニー
クな書物であり，広〈ヨーロ γパの縞物学者に愛用さ
れるよ うになった。彼の主著は Onthe Study and 
Value of Chinese Botanical Works， (1870)お
よび Botanicon Sinicum (1881)である。
この Botanicon Sinicum22)において， 蒜 suan
iまGarlicであるとし，務について.
244 fij hu， The Hung King ; Now the people 
call the larg slIan， or garlic. h民 and the 
common ( chinese) garlic suan. The smell is 
the same in both kinds. 
The T/ang yu'πDictionery (7 th Cent.) says 
that the hu garlic was first brought from 
the Western countries by Chang K' ien [in 
the 2 nd Cent. B. C.] 
とし何れも本草綱自の「蒜」の項の匙をひき，次いで
彼の独断をle徹している。すなわち
The Hu is probabl y the rocambole， Alliu m 
scorodoprasum， Further particulars in ano昔、e
part. 
として， probably入りながら，とにかく訪即ち大蒜
は A. Acorodoprasum， Rocambole とし， ま事IlPち
蒜l主ふつうのにんにく，A. sati側 m，gar)ic として
しまった。つまりは李時珍の家蒜二種云々に影響され
てせが高〈大きく，いくらか辛錬性の少ない Roca. 
mboleを大蒜とし，せが低く小さし猛烈辛嫌である
garlicを務とし中国に古くあるものとしてしまった。
3. de Cando Ileの業績とその誤解
de Candolle正確には Alphonse(Louis Pierre) 
pyrame de Candolle は植物学者 Augut Pyrame 
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de Condolle (1778-1841) (大 deCandoleとよ
よばれる)の子として1806年パリに生まれ，ジュネー
プ大学の植物学教授として勤務し父大 deCandoll副
大著「植物界の自然体系序説JProdr師国 systematis
naturalis regni vegni vegetabilisの刊行をつづけ
た。
彼の業績は比較形態学，植物地理学，および樋物分
類学の方面に多<，殊に植物の起源に関して研究を進
め.継物の生態学的ならびに地理的研究の成果を土台
とし， 「合理的植物地理学J Geographie botanique 
raisonneも (1855)なる箸舎を出版したが.その中に
裁縫植物の系統に関する章があり.この議を拡大して
一冊にまとめた 「栽焔植物の起源J Origine des 
Plantes cultiv~es ( 1883) がある。 この中で彼 I~
8relschneide rを引用して「コニラ{と題しである
が実は倶文では Ail，英訳でl主Garlicでにんにくで
ある)中国では蒜(suan)の名の下に久しい以前か
から緩t奮されている。それは中国ではただ一つの記号
によって寄かれている。このことは一般に，それが非
常に省くから知られていた種でるりそして野生種であ
ったことの痕跡24)である……このことから私は，この
種が東部シベリア及びダウリーでは聖子生でなかったこ
と，しかし寝古人がそれを中国へもたらしたものであ
る」とを想定している。23)
4.松村f壬三の業績とその誤解
総村任三l主事定成県に生れ(1856)大学南校に入り法
律を収めたが中途で退学し (1877)，東京縞物園に勧
務，1983年東京大学助教授となり後ハイデJレベルグ.
アパーデイーンの大学に留学し，ガックス，フイッシ
ヤーらの指導を うけ.帰国以後教授，織物園長を歴任，
編物分類さi'=，織物形態学，植物解剖，縞物生理学など
の分野で多大の業績をあらわした。主著として日本純
物名重量， 務~継物誌などがある。この植物名業におい
て彼は西散の先学 8retschneider，de Candolleの業
業績をうのみにして，すでにその以前に出版された日
本の有用組物図説 (1891)25)の記事などものともせず.
袋示したようににんにくの学名を AlliulI $Corodo・
prasulIIと した。この植物名量産の出版は牧野富太郎
の8本植物総鋭の出版より早<，後か喋京帝国大学理
学錦の舗物学教室の主任教授として，これら西欧の魯
籍を牧野に示した感化lま非常に大であったろうと思わ
れ，従つであの綿密な牧野が後述するように大きなミ
スをやり，又断言書をあえでした原動力として彼の指導
の大きさをあげておきたい。
食 物
?
5.牧野富太郎の業績とその独断
牧野富太郎I~高知県に生れ (1862)，縞物形態学の
見地からみな縞物分類学の研究に生涯をささげた。彼
の業績としては日本全国の組物の標本40数万点を録集
して後世に残し，著容として日本植物考察，大日本縞
物志，日本学歯続物図鑑，日本植物図鐙がある。
i皮の古い島幸代の著署~，日本舗物総覧2・}の中，にんにく
くを AlliulI scorodo prasulI L.. lIa1". vwiparu桐
Makinoとし，なお彼が絹物同定の見地から頭E主を施
した顕E主因訳本草網目において毒菌(別録下品)27)の餓
の中で，
(1) 牧野云う，ニンニクは普のオホピルで今日我邦
で普ね〈栽えられているものである。然し普支・書ー
から渡したもので，国より我郊には野生はない。
とし，また
務(別録下品)和名コピル.学名，A. sativlCll 
L.， 
(1)牧野云う，コピルの和名あれど我郊には産せぬ。
にんに〈に似て少し小さくなるものである。支郊
には全国に毅浴している普通品である。としてい
る。しかし別註(白弁光太郎)27)は次の山総の織
の註に 「白井目<Jとして
前jJ蒜及び此録(山事事)はa寺珍の説明をみるに，
務は山部防毒及び沢蒜を人家に移植したものと
している紋に此鎌は蒜の原種とみるが妥当のよう
に想、われる。
として，やんわり牧野の註釈および学名同定に反対
の意志を表わしている。しかし彼としてはやはり専門
の縞物学者の意見に正面から反対できず.ただ李時珍
の本文にある部分を引用して反対の費量意を表明しただ
けかも知れない。
しかし牧野は後に至って彼の断定が de Candole 
らの先学の中図書をよむことの浅く，まだ李時珍の独
得の見解(独断)にまどわされていたことに気がつい
たのか，新日本舗物図鑑28)では全〈之を改めてにん
にくを Aliu惜 sativumL.とし.東洋種のにんにく
を AlliulllL. 101"1IIa pekinense Makino と改めた。
しかし小蒜については何等の説明もしていない。
6.牧野富太郎の訂正を知らず彼の誤解をうのみにした
人身のあやまり
何しろ牧野が鮭解を鈍した国次本高再編目 I~牧野はじ
め，自弁光太郎.木村康一，らの符fJl学が心血を注い
で註解したものだけに，後世の尊信すこぶる，，<，そ
のためかえって後来の研究者は牧野がすでに同定を変
更していることに気がつかず.仮に気がついてもその
( 34 ) 
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指導者であった松村任三の著申書や de Candolleらの
著書と重ねる時，牧野の変説をかえって誤りとしたの
も無理はなかったと云えよう。
その後政年を経過しでできた種#の著舎例えば村越
三千男の日本植物図鑑29)をはじめ， 中国植物図鑑30)
中国古典毒事療の毒事海31}，大平敏彦の香辛料の化学32)
詰ぎごあ有用植物の学名解33)のk日き皆松村，牧野の
ト。
誤解のひそみにならい，その誤りを路襲している。
ことに滑詰なのは最近出版された中国食物静典のあ
やまりである。 3・}牧野の学名同定のあやまりに気づい
てにんにく(大蒜， ~)を A . sativamにしたのはよ
いが.今度lまま手、を18牧野問機中国古来のにんにくとし，
これに逆に AlI山間 sco1"odoprasumとしている。これ
では全く大小が逆になるわけであるし，その気味も李
島幸珍がいったヨ幹線度がひっくり返るわけで全くいただ
けない。やはり現在北村四郎が想定しているように35)
A. macroslemon (つまり日本のノピルの原種)1こ同
定することがよいのではないか。
N にんにくの原産地
にんにくの原産地は余りはっきりしていない。 Linn;
はその著努 SpeciesPlantarum30) (1753)でにんにく
の原産地はシシリー島であると主張したが，誤りであっ
たようでその後の著書 HortusCliffortianusの中では
にんにくの起源についてはしていない。 Ledebour や
Regelによると，にんにく (Garlic)及びヒメニンニ
ク(Rocambole)の野生績は次の地点で採取されている。
Regel37)によると， A. sativum即ちにんに〈は里子生
の状態で南ヨーロッパと，ズンガリーに自生している。
自分のところに Schlenkによりズンガリーの Kauman
の谷と Chantanの谷から採取された標本と Wallich 
により東印度で聖子生の状態で発見された標本が存在する
といっているし， Ledebour 38)はジュンガリアのキルギ
ス人の沙漠の南部(シベリアのアルタイ地方)に野生し
ているという。このズンガリーの Kauman. chantan 
谷とジュンガリアのキルギス人の沙漠というのはおそ
らく同ーの地点であろう。
ヒメニンニク A.scoTodopTasumについて Ledeb・
our39) 1ロシア北部(メディァ，リトアニ7，Warsawia 
(ポーラン ド?)， Volhynia ( ?にカサ.ン， Simbirsk 
及び Orenburg)とロシア南部 (Podolia，Cherson ) 
と Jauria(ジョルジア)に原生している旨報告している。
また de Candolle4(1によれば.大きな意味での A.
scorodoprasumに属する A.violaceum， A. rul>en. 
tibusが，大ロシア帝国の荷と北において.文パリの郊
外において，フランスの東部において，アルプスの西南
( 35 ) 
地方において野生の形態で生育しているという。その結
果この A. satisumと A. scoTodoprasum 1主非常に近
縁した種であり，原産地カ喧に近接して存在することが
想定される。
V にんにくの1!t界的分布とその周途
にんにくは序説に述べたように世界的に広〈分布して
おり，その用途も食用・ I用・呪術用・強壮剖 ・強精剤
と範囲が広い。
古くは，その強烈な刺敏臭と辛嫌味から悪霊を追い払
う眠術的な意味を持つ magicmedicineとしての用途
が受かったが，最近は料理の~えを美味にし，栄獲をつけ，
体力をI管強させ，精力をつける用途に用ドられる事がな
くなった。 41)しかし一方においてその強烈な臭気と，こ
れを連続して食べると， f:事の皮R簡に特異の悪臭を生ずる
こと，文吐く息が臭気を帯びることから.印度，エジプ
トを始め，日本，中国などにおいて，神ゃ~に任えるも
のの聞で繁志の食品となった。 42)しかのみならず，日本
においては獣 (ょっ足)と並んで，神{売に仕える神宮・
僧侶以外の普通民の間にまでにんにくに対する嫌悪が広
まり， 今でも男子はともかく女子においては生理的にに
んにく媛悪することが甚だしい。これはイギリスやドイ
ツにおいても同様である。 叫〉しかしこの英独の嫌悪1;1:.日
本における程絶体的なものではない。一方イタリアや甫
{悌においては，スペイン・ポルトガル・フランス・ギリ
シア・トルコなどと並んでにんにくを愛好し， “)その
大部分の料理に多少の差はあつでもにんにくを入れる。
文東洋諸国では中国45)・純国崎}を始め.南ベトナム・
タイ・ピルマ ・印度 ・パキスタン・イランを始め南海に
浮ぷインドネシア日}に至までにんにくを愛好し料理に入
れる。しかしこれらの諸国の中で勝国はもっともにんに
〈を愛好しなまのにんにくを料理にすり入れ又細か
かく刻んで料理するので実質的には最大のにんにく愛好
国と云えよう。
さらに中南米はスペインおよびポルトガルの植民地で
あった時代が長かったことからそれぞれの母国にならんで
にんにく料理を愛好する。これらの諸国の中で最もにん
に〈愛好度の低い日本において，にんにくは食用という
より薬用，呪術用として.非常の用途に温存されている
ことはまことに興味が深い。
結愉
このようににんにくは植物学的には A. 日 ti刊明 L.
であることが確定された。以前松村・牧野によって同定
された A.sco1"odoprodasum 1ま始め李時珍が独断した
ことから， Bretschneiderがこれをうのみにして大蒜を
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Rocambole， ，J、蒜を Garlicとした誤りを deCandole 
松村，牧野.と引つぎ，最近の角倉にまで至った。
一方この器具りを訂正した牧野の意見をとり入れたのは
よいが，蒜を牧野問機，中国原産ニンニクとした中国食
品辞典の筆者は蒜の学名を逆に scorodopra$um とす
る娯りを冒してしまった。積学の軽はずみな判断は影響
をはるか後世にまで残す大きな 1例である。
ここに謹しんで.この問題にとりくんで以来，筆者の
t量供する課題について discussionを賜った京都大学
人文科学研究所，中国科学技術史研究涯の重量内清京大名
誉教授，篠田統縛土を始めとする皆線に深い感謝の意を
委します。またこの問題に著者を保入させた原動力であ
る deCandolle箸 Originedes Plantes Cultive' e 
の訳者加茂儀-11士によき機織を与えて下さったことに
謝辞を霊します。この小鎗はもっぱら氏によって啓発さ
れたものでありますから。
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小蒜 山蒜
A. macrostemon A. macrostemon 
" 。
。 " 
本 2草 綱 自繊 1 596 A.scorodoprasum A.satiuum φ 
Botanicon 
188 1 " " Sinicum 
Originedes 
188 2 " 。Plant. Cult. 
舗 物 名 重量 1 906 争 φ 
日 本 縞物 総覧 193 5 " 
国 訳本草網目 (牧野) 1 932 今 A. sativum 
同 (白井) 193 2 " A. macrostemon 
新日本植物図鑑 196 1 A.sativum 
中国植物図鑑 民国26 A. scorodoprasum 
辞 海 民国36 今
香 辛 料の化 学 1 952 " 
有用 積物の 学名 解 195 9 " 
中国食品事典 1 970 A.sativum A. scorodoprasum 
議太線以前1:'今のような植物分類があったわけでなく.ただその縞物名 (漢名)を現在の分類にあてはめたものである。
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Garlic has been nowadays distributed in 
world-wide-scale， for exarnple， inalI European， Asian 
and Ameriωn countries. In such countries， gar泌chas 
been used as food and as medicine. But at山eages of 
the beginnings of the histori句 1literatures， garlic has 
been used only in the ancient civilized coun凶essuch as 
Babylonia， Egypt， Greece， lJan and India. From such 
countries garlic had been migrated to other countries 
such as France， Spain， Germany and England. Garlic 
now cultivated in China was migrated Crom westem 
ωun包iessuch as Iran and Fergana. therefore garlic wぉ
designated by Chinese as huswan (胡綜).namely 
lJanian garlic. 
Before the introduction of garLic 10 China， there 
existed a native plant designated as swan (穏)or 
shao抑制(小蒜). The swan was supposed as native 
garlic in China about one hundred year ago. But 
nowadays it has been believed that swan would be a 
wild liIiceous plant known as Allium macrostemon. 
Garlic nowωltivated in Japan was probably 
imported Crom China via Korea. But Chang-Hua， a 
farnous story-teller in the Tsin dynasty. described in his 
加ok，Powuchi (博物志).that garlic was introducted by 
Chang-K'ien， a farnous explorer and a general. Crom 
Fergana. This tradi出 nwas criticized by Laufer in his 
work. Sino・Iranica，and he described that G母neral
αJaJ1g had imported only two plants， grape and alfalfa. 
Although he had imported only two plants， but his 
brave suωesωrs should加 portmany fruits and spices 
such as pepper and they should import garlic 
imrnediately. probably in the date of the Han dynasty. 
There exist must confusions between garlic and 
rocambole and between taswan and shaoswan. And 
then 1 will point out this confusion andωsume the 
E句sonof this mistake. 
In china there exists an herb that is designated as 
swan. This herb nowadays is yet a myste巾 usplant and 
to discover its true form is the principal位mof this 
paper. Li-Shichen. the author of Pentsau-kunmu (the 
Encyclo戸必aof biological pharmacology) would be the 
flISt man who described that the swan would be a 
special garlic and cultivated in farm and indigenous to 
China. 
He stressed that the origin of the swan would be a 
pl四 tdesignated shan-swan (1山鞠ordze-swan I沢鞠but
it was cultivated in very ancient times曲atthe character 
of swan wasぬangedat large悶 leand its flavor was 
物 学
( 38 ) 
changed to very pungent and typむSof form become to 
smaler ones. This assumption of Li・Shichendescribed 
in his book， Pentsao・kunmu，was longly succeeded by 
Chinese and Japanese scholors. For example， Japanese 
book of our own t卸le久，
published in the yea釘rof 1970， described that the 約四n
was originally existed garlic and cultivated in rare times 
on provincial districts. 
And the second offender who succeeded his error 
was Bretschneider， afamous botanist and an introducer 
of Chinese Pentsau-books to Europe. He would be 
decided that as the taswan (which was introduced by 
General Chang) was a larger garlic by Li-Shichen 
the隠foreenglish rωamboleωant garlic);taswan.A. 
scorodopra鈎m，an eq凶 tionwas synthesized by him. 
Then an equation， Enl凶shgarlic~A. sativu町内haoswan，
was established by him. He would probably decide this 
decision by the rea鈎 nofLi 
His book "80tanicon-sinicum" was at that time 
only one writen in English， to study ChislぉePentsao 
and then many scholors utilized this book. 
Especialy de Candolle， a famous botanist in 
Switzerland， utilized his book and his famous book， the 
origin of the cultivated plants， had introduced 
Bretschneid旬、bookand garlic was indigenous to China 
回 d its chinese narne was swan or shaoswan， the 
assumption白紙TheGerneral Chang's taswan or huswan 
would be a giant garlic i.e. rocambole. 
Western sciences such as chemistry or physics were 
introduωd by EUIO・Americanteachers to Japan in the 
era of Meiji， and the newer knowledge of botany was 
then introduced to Japan. In these newer books there 
existed the books of Bretschneider制 dof de Candolle. 
Not reading these harmful books abot the identification 
of garlic， the pωple of Japan having healthy 
commonsense， had decided simply that the N"m凶ku.
taswan in China and English garlic were the same thing. 
8ut many scholors such as Matsumura.・Jinzoo，a 
professor of Tokyo Imperial University，回d
Makino-Tomit畠ro，a famous authority of botanical 
classification， putting trust in the westem works， and 
ninniku.taswan.giant garlic.A. scorodoprasum， an 
equation was described in their books. For example， 
Matsumura・sShokubutsu-meu and Makino's Kokuyaku 
Honzokomoku were mostly inIluenced to after∞ming 
age. 
